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(1) 動機： 高齢化が進む現在では，高齢者が住み慣

れた地域で暮らし続けられる社会を実現するた

めに，住環境の整備が重要性を増している．本

研究では，高齢者の居住満足度と定住意向を分

析することにより，高齢者が求めている住環境

の質を明らかにする． 

(2) 方法： 千葉県柏市の居住者を対象とした「居住実

態と都市内移動に関するアンケート調査」(2011 年

2 月実施)の結果を分析した．まず，表 1 の住環境

21 項目に対する満足度の回答から，居住満足度

を構成する要素を明らかにした．次に，共分散

構造分析により，居住満足度と定住意向の関係を

調べた．年齢階層別（40～44 歳，65～69 歳，70
～74 歳，75 歳以上）の分析と，高齢者の世帯構成

別（同居する子どもの有無）の分析を行った． 

(3) 結果： 居住満足度の因子分析により，「生活環境

における利便性（利便性 1）」「愛着」「自然環境

における利便性（利便性 2）」「家の良さ」「家の

新しさ」の潜在変数が抽出された（表 1）．ここ

で，利便性 1 は，必要に迫られて参加する「必

要行動」（Gehl, 2011）に近い利便性であるのに

対し，利便性 2 は,散歩など自らの希望による行

動（「任意（社会）行動」）も含む利便性である

と考えられる．また，第四因子までを図 1 のモ

デルに組み込み，共分散構造分析を行った結果

を表 2，表 3 に示した．年齢階層別の分析から，

全ての年齢階層で「愛着」が定住意向に最も影

響を与えること，高齢になるにつれて「家の良

さ」よりも「利便性」が重要になること，後期

高齢者の場合「自然環境における利便性」が，

「生活環境における利便性」よりも重要視され

ることの三点が明らかになった．さらに，世帯

構成別の分析では，子どもと同居していない高

齢者の場合「愛着」「自然環境における利便性」

「家の良さ」が，子どもと同居している高齢者

の場合「愛着」と「生活環境における利便性」

が，定住意向に影響を与えることがわかった． 
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表 1: 居住満足度の因子分析結果 
質問項目 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 共通性
１．家の広さ 0.03 -0.01 0.04 0 .44 0.20 0.32

２．治安がよい 0.05 0.01 0.17 0.14 0.00 0.32

３．よく知っている場所 0.12 0 .55 0.01 -0.02 0.08 0.40

４．家がバリアフリー 0.01 -0.01 0.02 0.02 0 .61 0.39

５．家の使い勝手が良
い

0.09 0.01 0.03 0 .38 0.29 0.26

６．家が新しい 0.03 -0.03 -0.06 0.02 0 .49 0.25

７．家族と同居している -0.04 0.09 0.19 0.16 0.24 0.13

８．家族が近くにいる

９．近所に知人・友人が
多い

0.09 0 .46 0.17 0.08 0.01 0.28

１０．歩いて生活しやす
い

0.65 0.10 0.16 0.11 -0.10 0.48

１１．自動車で生活しや
すい

0.16 0.17 0.18 0.09 0.00 0.12

１２．買い物に便利 0.56 0.11 0 .32 0.02 0.05 0.43

１３．医療施設に行きや
すい

0.53 0.10 0 .39 0.17 0.00 0.47

１４．勤務先に行きやす
い
１５．駅に近い 0.54 0.05 -0.02 -0.12 0.09 0.31

１６．バス停に近い 0.12 0.11 0 .47 0.10 0.03 0.26

１７．公園に近い 0.17 0.04 0 .60 -0.07 -0.01 0.42

１８．緑豊か 0.14 0.11 0 .33 0.14 -0.03 0.21

１９．家に愛着がある -0.02 0.25 0.14 0 .61 -0.08 0.46

２０．地域に愛着がある 0.08 0 .70 0.10 0.15 -0.06 0.53

２１．その他

因子寄与 1.43 1.17 1.13 0.87 0.83

寄与率(%) 7.93 6.49 6.26 4.85 4.61  
注）主因子法，バリマックス回転による． 

 

 
図 1： 居住満足度と定住意向の共分散構造分析 

 

表 2: 年齢階層別のパス係数（標準化係数） 

利1→定 n.s. 0.232 ** 0.263 *** n.s.

利2→定 n.s. n.s. n.s. 0.197 *

愛→定 0.494 *** 0.342 *** 0.452 *** 0.272 **

家→定 0.291 *** 0.249 ** n.s. n.s.

（省略）

40～44歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上

 
χ2 = 446.32, p = 0.00, AGFI = 0.84 

 

表 3: 世帯構成別のパス係数（標準化係数） 
　　高齢者のみ 　　子どもと同居

利1→定 n.s. 0.256 ***

利2→定 0.242 ** n.s.

愛→定 0.23 ** 0.416 ***

家→定 0.265 ** n.s.

（省略）  
χ2 = 234.71, p = 0.00, AGFI = 0.87 

注）***は 1%，**は 5%，*は 10%水準で有意なことを示す． 


